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1．は じめに

　近年 ， 所得水準の 向上や，余暇時 問の 増大に よ

り，ス ポーツ に対す る関心が 高ま っ て お り ， 娯楽

として ス ポ
ー

ツ を楽 しむ ほ か ， テ レ ビ な どの マ ス

メディ ア を介 して ス ポー
ツ を観戦す る機 会 も多 く，

広義の ス ポーツ 入 口 が急増 して い る と予想 され る。
一

方，ス ポーツ 衣料の 色 彩面 に つ い て は，素材や

デザイ ン が 同 じで も色や配色 に よ っ て そ の 印象は

大 き く変化す る．

　本研 究は ス ポー
ツ 衣料 にお け る色彩 の 誘 目性 を

明 らか にす る こ とを 目的 とし ， CRT 上 の モ デル 画

像を視覚刺激 （本報で は刺激 となる CRT 画面全体

を指す こ と とする） と した場合の 眼球運動の 解析

か ら，異なる背景色 （芝生 の グ リーン ，ア ン ツ ー

カ
ー

， お よび コ ン トロ
ー

ル と して の 灰色）上 の 色

彩 の誘 目性 ならび に視認 性 に つ い て検討を行 っ て

い る．前報
1・2｝まで の 研究で は ，

一
対比較法に準 じ

た視覚刺激 を提示す る方法で ， 試験刺激 が 円形モ

デル の 場合 の 単色お よび 2 色配色 に っ い て検討 し

て きた ．今回は ，試験刺激の モ デル 形状をやや現

実に近 い ウェ ア形 の 形状 とす る とともに試験刺激

の 提示 方法 も相対的 な評価が可能 となる よ うに変

更 し，モ デ ル 形状な どが誘 目性 にお よぼす影響に

つ い て 検討を行 っ た ．

激 と基準刺激 とを
一
対 とし ， それぞれ CRT の 中心

を通る直線を対称軸とする所定位置 （図 2 中 の 位

置 A ，B，　C の い ずれ か）に配置 し ， 試験刺激 ， 提示

位置， 背景色 を変化 させ なが ら連続的に表示 した．

　実験で は 同形の 7 っ の試験刺激を 1 組 とし
，

1

組の 提示毎 に背景色を変化 させ る と ともに補正 用

の 画像 を提示 する こ とを繰 り返 し ， 1実験 に っ き 4

組の 試験刺激に つ い て 測定を行 っ た ．な お ，試験

刺激の 提示 時間 は各 LOs で ， 補正 画像の 表示 も含

めた 1実験 の 所要時問は 130s で あ っ た．

2．2 被験者お よび実験環境

　被験者は ，10 名の 予備実験に よ り， 適正 と認 め

られ た成人男女 3 名 （内男子 1 名）で ある．

　実験 は暗室 内で CRT 前方 に被験者を着席 させ ，

顎固定具で 頭部 を固定 した状態 で 行 い ，眼球 位置

は CRT の 中心 か ら水平 ，
　 l　m の 位置 とした．

2．3 測定 とデータの処理

　ア イ ポイ ン ト レ コ
ーダ （TAKEI ，

　TALK 　EYE ）を

用 い て 視覚刺激提 示時の 眼球運 動 を記録 し ， 独 自

の 補正 ・解析プ ロ グラ ム を用 い て 解析 を行 っ た ．

表 1 試験色 お よび 背景 の 輝 度 と色度座標

2．実験
2．1 視覚刺激

　視覚刺激の 色に つ い て は物体色の Lxy 値（分光放

射輝度計に よる人工 太陽照明灯［SERIC ，
　XC −100A］

下 で の ス ポーツ 衣料 品 の カ タ ロ グ等 の 実測値）を

CRT の KG ，
　B 値に 変換 し て 色 再現（以下 ，

試験色

と称す）した 。CRT 上 の 試験色お よび背景色 の 輝度

と色度座標 を表 1 に示 す．

　試験刺激 として は ， 図 1 に示 した 円形 ，
2 重 円形，

ウェ ア 形の 3 タイ プを採用 し ，
2 重円形 ， ウェ ア 形

ではそ れぞれ表 2 に示す 2 色の 組み合 わせ で 配色

を行 っ た．また 基準刺激 と して 外円輝度 45．47cd

m
−2

， 内円輝度 24．51　cd　m
’2

の 無彩色か らなる 2 重円

形 を用い た．

　視覚刺激の 提示 プ ロ グラ ム では ， こ れ ら試験刺

　　色名　　　 輝度　　　色度座標

略号（Munsell） ！cd　m
’2
　 x 　　 y

　　　　W （N9 ）

　　　　S （Nl ）

　　　　R （7．5R4 ！14）
試験色 Y （2．5Y 　6／8）

　　　　G （25G316 ）

　　　　B （7．5PB　318）

66．423
．5612
．4130586

．306
．02

0．3370
．3450
．5820
．4550

．2650
．221

0．3420
．3430
．3320
．4540

．4600
，184

一 一4f− 12080310227

　 　 　 　L 芝生　　　　　 20．00　 0．352　 0．430

背景色 　N 灰 色　　　　 20、00　 0．338　 0．342
　 　 　 　E ア ン ツ

ー
カ
ー

　 20．00 　 0．449 　 0．347

表 2 試験色 の 組み合 わせ

W ！BS ！G 　 RIS 　 YIPGIRB ！YP 〆W

［＝ 14 ［ ＝二二二二＝ ＝ 二＝二 ＝＝ ：］
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色 彩学会誌　　VOLUME 　20　SUPPLEM 旺NT 　lgg6 一

　各刺激の 提示 時間内 に得 られた視点の 移動デー

タか ら ， 試験刺激 ならび に基準刺 激上 に視点が 存

在 した時間を割 り出 し， 試験刺激 上に視点が存在

した時間 をこ れ らの 合計で 除 し，そ の 試験刺激 の

視点存在率 と した，なお ，視点 存在率 は試験剌激

に対す る注視性 を表す 値と考 えられ るが ， こ れ ま

で の 研究で ，ls 程度の 測定時間内では，注視性 と

誘 目性 の値 が非常に高い 相関を示 し て お り ， 視点

存在率は誘 目性 の 指標に なる と考え られ る ．

3．結果およ び考察

3．1 試験刺激の 色彩の 影響

　図 3 には ， 試験色に使用 され た色彩 ごとの 視点

存在率を示 し た ．こ こ で は
， 単色の 場合 の み で な

く 2色配色に使用 され た場合 の データ も含めたが ，

白の 誘 目性が高 い な ど試 験色 の 輝度の 影響や ， 背

景色が ア ン ツ ーカ ー
の 場合 に赤の 誘 目性 が減少す

る など背景色の影響が認 め られた．
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2重 円 形モ デル （D） ウエ ア 形 モ デル （W ）

図 1 試験刺激 と基準刺激の 形状 と大き さ
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図 2 視覚刺激画像上 の 試 験刺激お よび 基準刺 激
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3，2 試験刺激の 形状の 影響

　図 4 に は モ デル 形状の 影響を示すためモ デル 形

状 ご とに視点存在率 を平均化 し た 図を示 し た．円

形 ， 2 重円形，ウエ ア 形になるに つ れ ， 形 状の 複雑

さが増す と予想 され る が
，

こ れ に ともな っ て ，
モ

デル 形状 ご と に 求め た試 験刺激 に 対す る視点存在

率の 平均値 も増加す る傾向が認 め られ た．ただ し ，

こ の 傾向は灰色や芝生 の 背景で は 比 較的 は っ き り

と現れ る も の の ，ア ン ツ ーカーの 背景で は モ デ ル

間の 差 はほ とん ど認 め られ ず ， 背景色 の 影響を受

け る こ とが予想 され る．

4，おわ りに

　今回 の 検討で は ，モ デル の 色彩や 配色 に加 え ，

モ デ ル 形状 の 複雑 さが そ の 誘 目性 に影響 を与え る

こ とが 明 らか とな っ た ．こ れ ま で の研究で は ， 単

色 の 背景ま二で の 検討 を行 っ て きた が ， 複雑さ の 要

因は背景に つ い て も考 え る こ とが で きる．今後は ，

モ デル 形状の 複雑 さの 評価方法 の検討 と同時に よ

り現実に即 した複雑 な背景上 で の 検討も必 要 に な

る と考える．
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図 3 各試 験刺激の 視点存在率 （略 号 は表 1参 照 ）
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図 4 モ デル 形状 と視点存在率の 関係

　　　　 （略号は 図 1参照）
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